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ケインズと戦間期イギリス経済政策
経済政策論における｢ケインズ革命｣：史的展開(１）

玉井龍象

序論

この小論の目的は，戦間期イギリスにおける経済政策形成に及ぼしたケイ

ンズの諸見解の影響を検証することを通じて，経済政策論における「ケイン

ズ革命」とは何かを再考察してみることである。いいかえれば，1920年代か

ら1940年代中期に至る時期において，政府支出の管理と予算編成の責任なら

びに権限を持つイギリス大蔵省，及び国債管理と時には公定歩合を操作する

権限を持つイングランド銀行によって決定きれた経済諸政策がケインズの経

済理論の適用をどのようにして受けるようになったのか，あるいは受け入れ

ようとしなかったのか，仮りに受け入れる場合，それは具体的にはケインズ

理論のどの部分であり，また，どのような事情のもとで受け入れたのか，さ

らに，それらは何時なのか，つまり，理論的な意味での「ケインズ革命」が

いつ，いかなる形で政策上応用されたのか，といった問題を歴史的に跡づけ

てみることである。また，なぜ小論が史的考察の方法によったかというと，

第一には，政策上の「ケインズ革命」は経済理論にくらべてはるかに多様な

諸要因が関係し，同時にその時代々々の国内的・国際的変化を背景に持った

ものであるからである。第二には，英国王立経済学会編集によるケインズ全

集30巻の刊行がごく最近漸やく完結し，ケインズ自身の未発表文献・資料が

公刊されたことにより，従来知られなかった広い意味でのケインズの政策観

や政策当局との具体的な係わり方を知ることができるようになったことであ

る。第三には，イギリス政府の公式文書の30年間未公開ルールにより，今ま

で見ることができなかった戦間期の公式文書が，1960年代半ば以後は公開に
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